5月15日　ヨハネの福音書第4章
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ヨハネの福音書　第4章

レポーター：福島　徹
Ⅰ：　イエスとサマリアの女
1　イエスがヨハネよりも弟子を多くつくって、バプテスマを授けていることがパリサイ人の耳にはいった。それを主が知られたとき、
2　――イエスご自身はバプテスマを授けておられたのではなく、弟子たちであったが、――
3　主はユダヤを去って、またガリラヤへ行かれた。
4　しかし、サマリヤを通って行かなければならなかった。
5　それで主は、ヤコブがその子ヨセフに与えた地所に近いスカルというサマリヤの町に来られた。
6　そこにはヤコブの井戸があった。イエスは旅の疲れで、井戸のかたわらに腰をおろしておられた。時は六時ごろであった。
ビデオは１２時だった⇒２時間刻みで６番目という意味で「６時」
7　ひとりのサマリヤの女が水をくみに来た。イエスは「わたしに水を飲ませてください。」と言われた。
8　弟子たちは食物を買いに、町へ出かけていた。
9　そこで、そのサマリヤの女は言った。「あなたはユダヤ人なのに、どうしてサマリヤの女の私に、飲み水をお求めになるのですか。」――ユダヤ人はサマリヤ人とつきあいをしなかったからである。――
イエスは水を欲しがったのか⇒さすがに旅で疲れたらほしくなる？
キリスト教的に「水」には特別な意味があるのか？

⇒生きる上で必要なものの代表／砂漠地帯であることもあり、水は貴重なもの／けがれの無いものというイメージ
10　イエスは答えて言われた。「もしあなたが神の賜物を知り、また、あなたに水を飲ませてくれと言う者がだれであるかを知っていたなら、あなたの方でその人に求めたことでしょう。そしてその人はあなたに生ける水を与えたことでしょう。」
「神の賜物」とは何か？

⇒神の言葉・教え…というよりイエス・キリスト自身。世の人々を罪から救うために、イエスを遣わした。ヨハネ３－１６参照。（水口先生の補足。）
11　彼女は言った。「先生。あなたはくむ物を持っておいでにならず、この井戸は深いのです。その生ける水をどこから手にお入れになるのですか。
12　あなたは、私たちの先祖ヤコブよりも偉いのでしょうか。ヤコブは私たちにこの井戸を与え、彼自身も、彼の子たちも家畜も、この井戸から飲んだのです。」
13　イエスは答えて言われた。「この水を飲む者はだれでも、また渇きます。
14　しかし、わたしが与える水を飲む者はだれでも、決して渇くことがありません。わたしが与える水は、その人のうちで泉となり、永遠のいのちへの水がわき出ます。」
キリスト教でいう「水」とは何なのか？（物質的な「水」とは違うはず？）

⇒神の教えや言葉。

信じるようになればそれが泉のように湧き出る＝生きる源となる。
15　女はイエスに言った。「先生。私が渇くことがなく、もうここまでくみに来なくてもよいように、その水を私に下さい。」
16　イエスは彼女に言われた。「行って、あなたの夫をここに呼んで来なさい。」
17　女は答えて言った。「私には夫はありません。」イエスは言われた。「私には夫がないというのは、もっともです。
18　あなたには夫が五人あったが、今あなたといっしょにいるのは、あなたの夫ではないからです。あなたが言ったことはほんとうです。」
夫の話を言い当てられただけで信じてしまうのか。

⇒人による／当時はネットもなく調べるのは難しかっただろう。／
イエスは人の気持ちが分かったので、すぐ信じる、すぐ触れ回る、それを皆が信じてくれる人としてその女を選んだ。５人も男をものにするくらい人気があったんだろうし。

（水口先生の補足）人間限関係に着目するべき。この女は夫たちと上手くいかないことを５回繰り返してきた。今の不倫相手となら渇きをいやせると思って同棲している。

そんな女にイエスの方からアプローチしている。だんだんと女がイエスに心を開くくだりが描かれている。１６節で女は逃げることもできた。にもかかわらず「夫はいない」と正直に答えている。１９節では「預言者だ」と称えるに至っている。だんだんとキリストの精神世界に引き込む様子が描かれている。
19　女は言った。「先生。あなたは預言者だと思います。
「預言者」は「神の言葉を預る者」の意味。予言する人ではない。
20　私たちの先祖は、この山で礼拝しましたが、あなたがたは、礼拝すべき場所はエルサレムだと言われます。」
21　イエスは彼女に言われた。「わたしの言うことを信じなさい。あなたがたが父を礼拝するのは、この山でもなく、エルサレムでもない、そういう時が来ます。
22　救いはユダヤ人から出るのですから、わたしたちは知って礼拝していますが、あなたがたは知らないで礼拝しています。
「ユダヤ人から救いが出る」といきなり言われて、彼女のサマリア人としてのプライドは傷つかないのか？
⇒既に彼女はイエスが預言者だと信じているので大丈夫？／確かにそうかもしれない…

（水口先生の補足）ダビデの子孫でソロモンに住んでいる人＝ユダヤ人。ソロモンが南北に分かれた時の北がサマリア人。サマリア人はユダヤ人と他民族の混血で、ダビデの子孫ではある。救いがユダヤ人から来ることは周知の事実。
23　しかし、真の礼拝者たちが霊とまことによって父を礼拝する時が来ます。今がその時です。父はこのような人々を礼拝者として求めておられるからです。
霊とまこと、とは何なのか。

⇒まこと=truth／

霊と真の無い礼拝とは？→形だけ祈っているように見せたり？
24　神は霊ですから、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝しなければなりません。」
25　女はイエスに言った。「私は、キリストと呼ばれるメシヤの来られることを知っています。その方が来られるときには、いっさいのことを私たちに知らせてくださるでしょう。」
26　イエスは言われた。「あなたと話しているこのわたしがそれです。」
　27　このとき、弟子たちが帰って来て、イエスが女の人と話しておられるのを不思議に思った。しかし、だれも、「何を求めておられるのですか。」とも、「なぜ彼女と話しておられるのですか。」とも言わなかった。
28　女は、自分の水がめを置いて町へ行き、人々に言った。
29　「来て、見てください。私のしたこと全部を私に言った人がいるのです。この方がキリストなのでしょうか。」
30　そこで、彼らは町を出て、イエスのほうへやって来た。
31　そのころ、弟子たちはイエスに、「先生。召し上がってください。」とお願いした。
32　しかし、イエスは彼らに言われた。「わたしには、あなたがたの知らない食物があります。」
33　そこで、弟子たちは互いに言った。「だれか食べる物を持って来たのだろうか。」
34　イエスは彼らに言われた。「わたしを遣わした方の御心を行ない、その御業を成し遂げることが、わたしの食物です。
遣わした方＝神

御心＝神が人間を救うための計画　
御業＝福音をつたえること・奇跡を起こせることなどの神の能力。
35　あなたがたは、『刈り入れ時が来るまでに、まだ四か月ある。』と言ってはいませんか。さあ、わたしの言うことを聞きなさい。目を上げて畑を見なさい。色づいて、刈り入れるばかりになっています。
種を蒔く＝信仰を広げる
刈る＝審判の日がやってくること
36　すでに、刈る者は報酬を受け、永遠のいのちに入れられる実を集めています。それは蒔く者と刈る者がともに喜ぶためです。
永遠のいのち＝神の教え。
刈る＝イエスや神の事を信じること

蒔く＝教えを広げる
37　こういうわけで、『ひとりが種を蒔き、ほかの者が刈り取る。』ということわざは、ほんとうなのです。
ヨハネの黙示録14.14　※黙示録＝神の裁きについて述べている
刈る＝審判の日に上にあげられること、ということが分かる。
信仰を広げた者＝蒔く者。
黙示録の「刈る」とここでの「刈る」は違うと考えていい。
38　わたしは、あなたがたに自分で労苦しなかったものを刈り取らせるために、あなたがたを遣わしました。ほかの人々が労苦して、あなたがたはその労苦の実を得ているのです。」
39　さて、その町のサマリヤ人のうち多くの者が、「あの方は、私がしたこと全部を私に言った。」と証言したその女のことばによってイエスを信じた。
40　そこで、サマリヤ人たちはイエスのところに来たとき、自分たちのところに滞在してくださるように願った。そこでイエスは二日間そこに滞在された。
41　そして、さらに多くの人々が、イエスのことばによって信じた。
42　そして彼らはその女に言った。「もう私たちは、あなたが話したことによって信じているのではありません。自分で聞いて、この方がほんとうに世の救い主だと知っているのです。」
　43　さて、二日の後、イエスはここを去って、ガリラヤへ行かれた。
44　イエスご自身が、「預言者は自分の故郷では尊ばれない。」と証言しておられたからである。
45　そういうわけで、イエスがガリラヤに行かれたとき、ガリラヤ人はイエスを歓迎した。彼らも祭りに行っていたので、イエスが祭りの間にエルサレムでなさったすべてのことを見ていたからである。
　46　イエスは再びガリラヤのカナに行かれた。そこは、かつて水をぶどう酒にされた所である。さて、カペナウムに病気の息子がいる王室の役人がいた。
47　この人は、イエスがユダヤからガリラヤに来られたと聞いて、イエスのところへ行き、下って来て息子をいやしてくださるように願った。息子が死にかかっていたからである。
48　そこで、イエスは彼に言われた。「あなたがたは、しるしと不思議を見ないかぎり、決して信じない。」
49　その王室の役人はイエスに言った。「主よ。どうか私の子どもが死なないうちに下って来てください。」
50　イエスは彼に言われた。「帰って行きなさい。あなたの息子は直っています。」その人はイエスが言われたことばを信じて、帰途についた。
51　彼が下って行く途中、そのしもべたちが彼に出会って、彼の息子が直ったことを告げた。
52　そこで子どもがよくなった時刻を彼らに尋ねると、「きのう、七時に熱がひきました。」と言った。
53　それで父親は、イエスが「あなたの息子は直っている。」と言われた時刻と同じであることを知った。そして彼自身と彼の家の者がみな信じた。
54　イエスはユダヤを去ってガリラヤにはいられてから、またこのことを第二のしるしとして行なわれたのである。

＜MEMO>

















※【補足】ガリラヤ・・・イスラエルの北に位置する地域。国境に位置し、アッシリアなど他国の支配におかれることも度々あり異邦人も多かったため、「異邦人のガリラヤ」（マタイによる福音書4章など）と呼ばれることもありました。イエスの出身地ナザレもこのガリラヤ地方にあります。





ヤコブ・・・旧約聖書の創世記に登場するヘブライ人の族長。別名をイスラエル ) といい、イスラエルの民すなわちユダヤ人はみなヤコブの子孫を称する。


サマリア人・・イスラエル人と、移民との間に生まれた人々のうちで特にイスラエル王国の故地に残った人々のこと。彼等はユダヤ人にイスラエル人の血を穢した者といわれ迫害を受けていた。また後に、アッシリアの宗教とユダヤ教が混同したものを信じ、ユダヤ教に対抗して特別な教派を形成していたため、ユダヤ人はサマリア人を正統信仰から外れた者達とみなし、交わりを嫌っていた。















































【疑問】ここで繰り返されている


「(水と)御霊によって生まれる」


「新しく生まれる」


「肉によって生まれる」


とはどういう意味か。














【疑問】8節は何のたとえだろうか。


　





















































＜MEMO>











【疑問】｢神の賜物｣とは何か、「あなたの方でその人に求めた」とはどういうことか。









































【疑問】14節は何を言いたいのだろうか。
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【疑問】「霊」と「まこと」とはそれぞれ何か。
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【疑問】｢わたしを遣わし方｣


「御心」


「御業」


とは何だろうか。








【疑問】あなたがたは誰？











【疑問】「蒔く」・「刈る」と表すことで何を例えているのだろう。











【疑問】「蒔く者」・「刈る者」がともに喜ぶのはなぜだろう。











　





















































＜MEMO>
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【参照】ルカ4.16-31














＜MEMO>











レポーターまとめ


・サマリアの女とイエスが出会う。


10節。


女が呼びにいきます。


イエスは最初からそのような回りに知らせにいく、人を狙ったのかもしれない。。


食べ物。


他の章や、全体とリンクさせるのが大事。





蒔くもの・・聖書研究


刈るもの・・クリスチャン


信じる行為が嬉しい。


この聖書そのものも・・？あ





お偉い役人さんが、わざわざ会いにきた。非常に素直な人であった。


第二のしるし。


第三はあるのか？
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【補足】民数記21.4-9


【疑問】「人の子も挙げられる」とは


【疑問】「永遠の命」とは








16節は「聖書の中の聖書」といわれる


















































